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2018年度事業報告
はじめに

2018年度における、骨髄バンクを介しての移植数は、 1,214例で前年より27件減少しました。

(2019年3月末現在累計23,002例）

国内における2018年度の新規ドナー登録者数は、49,151名で前年度比14,161人増となりました。

(2019年3月末現在累計509,263名）

また、末梢血幹細胞移植(PBSCT)が2010年10月に導入され、 2018年度は、 222件の移植が

実施されました。 （導入後、累計685件）

千葉骨髄パンク推進連絡会での活動報告
2018年度は、主催事業として「チャリティコンサートと落語会」を開催またパネル展を

13回開催しました。

千葉の会の例年の活動としては、献血併行登録会を延べ332回（東京雪祭をいれると334回） 、

「野田夏祭り踊り七夕」 「アクアラインマラソン」等での普及啓発活動を8回開催しました。
また他団体主催イベントには、 「東京雪祭、箱根駅伝」等に千葉の会として5回参加し、関係会議

には「薬務課・日赤との三者会、千葉県造血幹細胞移植推進協議会、厚生労働省の造血幹細胞移植
委員会」等に58回参加して参りました。また、調演、研修会には「君津市献血推進協議会」で識演、
「ケア帽子製作講習会等の実施」及び「説明員研修会、関東・甲信越地区ブロックセミナーへの

参加」など8回実施又は参加しました。

2018年度の詳細活動報告としては、

主催事業として
第5回目となる「チャリティコンサートと落語会」は、落語を二人演者、コンサートをピアノ
三重奏にバージョンアップして成田市文化芸術センタースカイタウンホールで開催し、
約200名の方にご来場頂き、大盛況でした。

パネル展は、九十九里町・横芝光町・大綱白里市・茂原市・市原市・東金市・山武市・睦沢町・
白子町・船橋市の6市4町にて13回開催しました。
この内市原市ではJR姉ケ崎駅ギャラリーにて「有名人パネル展」と「手作りパネル展」を開催。
多くの乗降客市民に見て頂きました。
また山武・長生地域では5ケ月に渡り、8市町10会場（市役所・保健センター・公民館・図書館等）
で「いのちの輝き展」 「わたしがんばったよ展」を開催し、理解を拡げる事ができました。
船橘市では市役所ロビー、保健所で『いのちの輝き展」を開催。多くの市民の方に見て頂きました。

献血併行登録会、普及啓発活動として
大きなイベント会場として例年開催している幕張メッセのどきどきフリーマーケット、東京
オートサロンで献血併行登録会を実施しました。

県内大学での献血併行登録会では、千葉大学、国際武道大学、千葉商科大学、順天堂大学、
東大柏キャンパス、帝京平成大学、東邦大学、 日大生産工学部、千葉工業大学、城西国際大学、
腿潔大学、流通経済大学、中央学院大学、東京理科大学、亀田医療大学、八千代リハビリ学院の
16校で実施。若年層の登録者増を図るため、大学での登録会を充実させて参りました。
献血ルームでも毎月定期的に実施し、社会貢献意織の強い献血者への働きかけができました。
県内のショッピングセンターでは、イオンモール木更津、イオンモール成田、ユニモちはら台、
イオンモール千葉ニュータウン、フルルガーデン八千代、イオンモール幕張新都心、イオンタウン
野田七光台、イオンノア店、イオンタウン館山、イオンタウン木更津朝日、イオンタウンユーカリ
が丘、ジヨイフル本田君津店、我孫子ショッピングセンターの13店舗で開催しました。
2018年度は、登録会を更に増やし(15年度; 126回、 16年度; 193回、 17年度;235回、 18年度；
332回）県内の多くの自治体、大学、ショッピングモールで登録会を行って参りました。
普及啓発活動では、 「野田夏まつり踊り七夕」 「野田健康づくりフェスティバル」 「アクア
ラインマラソン」等で活動しました。 「アクアラインマラソン」では、元患者さんたちの団体
「骨髄バンクランナーズ」と協働で普及啓発活動を行いました。
イオン幸せの黄色いレシートの活動もイオン柏店にて行いました。
また、ケア帽子製作を定期的に行い、2018年度はlO病院へ520個寄贈しました。
講演活動では、亀田医療大学で語り部を行い78名の学生さんに骨髄バンクについて理解を深めて
頂きました。一方、君津市献血推進協議会でも講演し、献血に造詣のある委員の皆さんに骨髄
バンクへの協力要請をしました。

説明員増を図る活動としては市原市に働きかけ、説明員養成識座を開催しました。2019年度は
県の主催を要望していきます。

最後に当会が陳情活動に力を入れてきたドナー助成制度ですが、 2018年度は13市1町（成田市・
野田市・流山市・印西市・鎌ヶ谷市・八千代市・佐倉市・大網白里市・市原市・袖ヶ浦市・
木更津市・君津市・鴨川市・九十九里町）で導入され、 54市町村中21の自治体で導入となりました。
また、 ドナー休暇制度の充実については薬務課の支援を受けて経営者協会、中小企業家同友会を
訪問して、導入要綱を行いました。


































